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詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研十勝農業試験場　生産システムグループ

電話（0155）62－2431　E-mail：tokachi-agri@hro. or. jp

図１　 発芽法（４月中旬～５月中旬）による無

除草区７月中旬雑草密度の推定

＊やや過繁茂 : 収穫時倒伏指数３、過繁茂：倒伏指数４

図３　７月中旬の雑草密度と抜き草所要時間

※防除効率：無除草区雑草本数に対する除草された雑草本数の割合 (%)

　「埋土種子調査マニュアル（第２版）」：下記ウェブサイトから入手可能

　http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/files/narc_maidoshushi_man.pdf

図２　 土壌処理剤散布前５日間の降水量と除草剤及

び中耕組み合わせ時の防除効率

図４　雑草防除フロー

Y = 9.56X0.846

R² = 0.5519*
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＊中耕処理：畦幅60cm、爪カルチ + 株間タイン、３～４回施工

土壌処理剤：フルミオキサジン（広葉）、プロメトリン ･ メトラク
ロール（広葉・イネ科）、茎葉処理剤：フルアジホップ P（イネ科）


